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１． 目的と現状分析 

本事業は、世代間を繋ぎ、輝き続ける賑わいのあ

るまちを実現するために商店街を活性化させるこ

とを目的とする。そして、学園都市である八王子市

だからできる学生と地域の人たちの交流の場を設

け八王子に学生が定住意向を高めること、また八

王子に訪れるリピーターとなることを目的とする。 

八王子市は21の大学が集まる学園都市であるた

め 20 代前後の転入・転出が多い。そのため、いか

にして学生の定住意向を高めるかが課題となって

いる。また、各地域に共通する課題として、「地域

のつながりに対する意識」の低さがある。 

また、郊外ショッピングセンターの進出で、その

競争により、商店街は空き店舗が増え続け、シャッ

ターが街の魅力を損なう非常に厳しい状況にある。

現在、八王子市にも大型ショッピングセンターの

建設が予定されているが都市化と共にますます商

店街が衰退していくことが予想される。今こそ、都

市化が進んだとしても輝き続けられる魅力ある強

い商店街を構築することが求められる。  

 

２．提案内容  

①商店街の空いている場所や空き地を解消しよう

と取り組んでいる企業と連携し、希望する大学

生に貸し出す。 

②大学は普段の学びを活用し、商品を販売したり、

作品の展示会場などに使用する。 

③八王子市民はもちろん、八王子市周辺の方にも

商店街に足を運んでもらう。 

④八王子市の歴史ある商店街をもう一度よみがえ

らせることが出来ると共に、学生も八王子の伝

統ある商店街の人と交流が増え、新たな価値創

造ができる。 

 

シャッター街になりつつある八王子の商店街を、

もう一度活気のある商店街にするために、八王子

の強みである大学のまちという点に注目し、大学

と八王子市で商店街を盛り上げる提案をする。 

八王子には 21 の大学が集まっている。八王子市

の問題点として、異世代交流が少なく、住み続けた

いと思う学生や若者が少ないため、八王子から転

出していく人が多いことが挙げられる。また、商店

街へ行く若者が少なく、歴史ある八王子の商店街

が廃れていっているという現状がある。 

これらの点から、若者にとってもワクワクする

体験を、またご高齢の方とも関わりあえる場が必

要であると考える。 

 



３．効果  

（大学生側） 

・借りた場所で普段の学びを実体験として活かせ

る。また、大学生同士の交流もできる。 

・普段関わりの少ない地域住民ともかかわりを持

つことが出来、また世代の違う多くの人とも交

流を持てる。 

・伝統ある商店街について知ることが出来る。 

・実体験をもとに社会へ出たとき経験を就職先に

繋げることが出来る。 

 

（八王子側） 

・21 の大学が集まる唯一の大学のまちとして、学

生の活動を通して若者を町全体で育てるという

良い印象を地域住民だけでなく、周りの町にも

アピールすることが出来る。 

・活動を行うことで現状に比べ、様々な世代の顧

客を集客できる可能性があるため商店街の収入

も増える。得られた収入で、商店街の維持を図っ

たり、街灯が少ないなどの他の問題解決も可能

になる。 

・学生の普段の学びを生かせる場所があるという

ことでより多くの学生を八王子に呼び込めると

共に、その経験をした学生が八王子への愛着心

が生まれ、八王子市に住み続ける若者が増える。 

・ショッピングモールという新たな施設建設では

なく、今まである商店街を使うことで多摩市な

どの他の市と差別化し、八王子の良さを再発信

することが出来る。 

・SDGｓの 11 の目標である住み続けられるまちづ

くりを提供することに繋がる。 

 

４．終わりに  

 この企画の１番の魅力は、学生と地域が共に八

王子商店街の発展のために活動することで、地域

の活性化と共に八王子という場所をより思い入れ

のある土地「第二の故郷」として愛着を持ってもら

うことである。 

学生に研究で得た知識を実践できる場所の構築

ができることが地域、社会と学びのつながりを感

じさせることできる。また、社会に出た後にアルバ

イトや授業では経験できない事業主としての経験

が実践力を鍛え、自信がつけることができる。 

現状分析でも述べたように 20 代前後の転入、転

出の多い八王子だからこそ、地域との強いつなが

りを持つことで定住意識の向上、または八王子に

訪れるリピーターとなることにつながる。 

『SDGs 目標 11 の住み続けられる街づくりを』

の観点と共に持続可能な八王子市の開発を八王子

市民一丸となって取り組んでいきたい。 
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[注] 

（１）：八王子ロマン地下の公式キャラクター「ハ

ッチカ君」[八王子ロマン地下,2014] 
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